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新潟県新型インフルエンザ対策本部

新型インフルエンザワクチンは希望者全員が接種できるようになります

本日開催した新型インフルエンザ対策本部コアメンバー会議において、本県の接種ス

ケジュールを改訂し、高齢者への接種を早めるとともに、健康成人等への接種を開始す

ることとしました （別紙１参照）。

このことにより、希望者全員が接種できるようになります。

これを踏まえ、別紙２のとおり県民の皆さんに呼びかけを行います。

【本件についてのお問い合わせ先】

（ ）福祉保健部健康対策課 025-280-5196 長沢

内線2650

（ ）防災局危機対策課 025-282-1631 松浦

内線6431

新型インフルエンザ関連情報



別紙２

県民の皆様へ

新型インフルエンザワクチン接種について

【接種スケジュール】

○ 高齢者（65歳以上で基礎疾患を有しない方）の接種を早め、１月20日から開始し

ます。

○ 優先接種対象者以外の方（健康成人等）への接種を開始することとし、１月20日

から実施します。

【健康成人等への接種開始】

○ 健康成人等は、優先接種対象者に含まれていないため、これまで接種スケジュー

ルが未定でしたが、本県における最近のワクチン供給状況から、対象拡大が可能と

判断されること、また、国から健康成人等への接種開始方針が示されたことから、

本県における接種スケジュールを改訂し、健康成人等への接種を開始することとし

ます。

○ これにより、希望者全員の接種が可能となります。

○ なお、今後、輸入ワクチンの流通が開始される予定ですが、新潟県内においては

国産ワクチンに余裕があることから、当分の間、国産ワクチンだけで県内の需要を

賄うことが可能と見込んでいます。

【接種方法】

○ かかりつけ医やお近くの医療機関に予約をして接種を受けてください。

【すでに新型インフルエンザに感染した方へ】

○ 昨年の夏以降、Ａ型のインフルエンザと診断された方は、免疫を獲得している可

能性が高いことから、あらためて、接種を受ける必要はないと考えられます。

○ 上記のことをご理解いただいたうえで、接種の必要性については、かかりつけ医

など医師とご相談ください。

【感染予防等】

○ 県内のインフルエンザ患者は、現在は減少していますが、他県では再び流行して

いるところもあります。感染の広がりを抑え、重症化を防止するため、ワクチンの

接種を受けることが望ましいと思われます。

○ また、手洗い、うがいは、感染予防に効果があります （今季、ノロウイルスなど。

の感染性胃腸炎の発生が少ないのは、その効果によるものとも考えられます ）県民。

の皆さんには、引き続き、警戒を緩めず、手洗い、うがいの励行、人混みを避ける

など、感染予防に努めてください。



別紙１
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　新潟県新型インフルエンザワクチン接種スケジュール；平成22年1月19日改訂
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医療従事者

19日

16日

1日

2日

妊　婦　※

基礎疾患（最優先者）

2日

基礎疾患（その他）

国　内　産　ワ　ク　チ　ン

輸入ワクチン

幼児（１歳～就学前）　約 94,000人
小学生（１～６年生）　約 80,000人
１歳未満の小児等の保護者　約 36,000人

中学生・高校生
　約 89,000人

1月19日現在
県内在庫量
約29万回分

118,780

127,600

66,310

106,400国内産ワクチン供給量（回分；成人換算）

1月初め

171,000人

健康成人　最高約1,000,000人

高齢者　最高約 399,000
人

受験生
優先

20日

15日

20日

※需給状況に応じて




